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(57)【要約】
【課題】出力ギヤの耐久性を向上させることにある。
【解決手段】有底円筒形状のウォームホイール収容部３
５の軸心に固定された支持軸３８を、出力ギヤ４７の長
手方向に形成された貫通孔４７ａに挿通して、出力ギヤ
４７を回転自在に支持し、出力ギヤ４７の長手方向一端
側に設けられた係合部４７ｂと従動プレート４２に形成
された係合孔５０とを係合してこれらを一体的に回転さ
せるとともに、出力ギヤ４７の長手方向他端側に設けら
れた噛合部４７ｃとウィンドレギュレータの駆動ギヤと
を噛み合わせウィンドレギュレータを駆動するようにし
たパワーウィンドモータにおいて、出力ギヤ４７の係合
部４７ｂと噛合部４７ｃとを同一形状に形成する。つま
り、出力ギヤ４７をその長手方向に同一形状に形成する
。
【選択図】図２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ウォームが設けられた回転軸の一端を回転自在に支持するヨークと、
　前記ウォームが収容されるウォーム収容部と、前記ウォームと噛み合うウォームホイー
ルを備える伝達機構が収容される有底筒形状のウォームホイール収容部とを備え、前記ヨ
ークが取り付けられるギヤケースと、
　前記ウォームホイール収容部の開口側を覆うボトムカバーと、
　前記ウォームホイール収容部の軸心に前記ボトムカバーから突出した状態で固定され、
前記伝達機構を回転自在に支持する支持軸と、
　前記支持軸が挿通される貫通孔が長手方向に形成され、長手方向一端側において前記伝
達機構と係合して当該伝達機構と一体的に回転するとともに、長手方向他端側において被
駆動部材と噛み合って当該被駆動部材を駆動する出力ギヤと、
　前記出力ギヤの長手方向他端側に隣接させて前記支持軸に装着され、前記出力ギヤが前
記支持軸から抜けるのを防止する係止部材とを有する減速機構付モータであって、
　前記出力ギヤは長手方向に同一形状に形成されていることを特徴とする減速機構付モー
タ。
【請求項２】
　請求項１記載の減速機構付モータにおいて、前記回転軸は、一端が前記ヨークに回転自
在に支持されるアーマチュア軸と、前記アーマチュア軸と一体回転可能に連結されるとと
もに前記ウォームが設けられたウォーム軸とにより構成されていることを特徴とする減速
機構付モータ。
【請求項３】
　請求項１または２記載の減速機構付モータにおいて、前記伝達機構は、前記ウォームホ
イールのみから構成されるダンパレスウォームホイールであり、前記ウォームホイールに
は、前記出力ギヤの長手方向一端側が収容される係合孔が形成されていることを特徴とす
る減速機構付モータ。
【請求項４】
　請求項１または２記載の減速機構付モータにおいて、前記伝達機構は、前記ウォームホ
イールからダンパ部材を介して動力伝達される従動プレートが組み付けられたダンパ付ウ
ォームホイールであり、前記従動プレートには、前記出力ギヤの長手方向一端側が収容さ
れる係合孔が形成されていることを特徴とする減速機構付モータ。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、電動モータの回転を減速機構により減速させて被駆動部材に伝達する減速機
構付モータに関する。
【背景技術】
【０００２】
　自動車等の車両に搭載されるパワーウィンド装置のアクチュエータとしては、ドア内に
収納可能な小型の駆動源によってウィンドガラスを開閉するために、回転軸の回転力を高
出力化させる減速機構を備えた減速機構付モータが用いられる。この減速機構付モータは
、駆動源としての電動モータと、電動モータの回転軸に一体的に設けられたウォームおよ
び当該ウォームと噛み合うウォームホイールよりなる減速機構とを有している。そして、
回転軸の回転が減速機構により減速されて出力ギヤ（ピニオンギヤ）に伝達され、当該出
力ギヤにてウィンドガラスを開閉するウィンドレギュレータを駆動するようになっている
。
【０００３】
　減速機構付モータは、回転軸のウォームが収容されるウォーム収容部と、ウォームホイ
ールが収容されるウォームホイール収容部とが一体に形成されたギヤケースを有しており
、ウォームとウォームホイールとがギヤケースの内部で噛み合うようになっている。ウォ
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ームホイール収容部は有底円筒形状となっており、その軸心には支持軸がウォームホイー
ル収容部の開口側を覆うボトムカバーから突出した状態で固定されている。出力ギヤには
その長手方向に貫通する貫通孔が形成されており、当該貫通孔に挿通される支持軸により
出力ギヤを回転自在に支持するようにした減速機構付モータ（ギヤードモータ）が、例え
ば特許文献１に記載されている。
【０００４】
　特許文献１に記載された減速機構付モータでは、ウォームホイールはダンパ部材と従動
プレートとが組み付けられたダンパ付ウォームホイールとなっており、ダンパ部材を介し
てウォームホイールから従動プレートに動力伝達されるようになっている。この従動プレ
ートには出力ギヤの長手方向一端側の形状に対応した係合孔が形成されており、出力ギヤ
はその長手方向一端側において当該係合孔に係合されて従動プレート（ウォームホイール
）と一体的に回転される。一方、出力ギヤはその長手方向他端側においてウィンドレギュ
レータの駆動ギヤ（セクターギヤ）と噛み合っており、出力ギヤにてウィンドレギュレー
タが駆動されるようになっている。なお、支持軸には出力ギヤの長手方向他端側に隣接さ
せて係止部材が装着されており、この係止部材により出力ギヤが支持軸から抜けるのを防
止している。
【特許文献１】特開２００６－３２０１５１号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　ところで、ウィンドレギュレータの駆動ギヤと噛み合う出力ギヤの長手方向他端側は、
被駆動部材であるウィンドレギュレータを駆動するのに必要な回転数や駆動力を得られる
ように、所定の歯数や径に設定されている。一方、従動プレート（ウォームホイール）と
係合する出力ギヤの長手方向一端側は、減速機構付モータの小型化のため、小径化するこ
とが望ましい。そのため、特許文献１では、出力ギヤの長手方向他端側よりも長手方向一
端側の方が小径に形成され、出力ギヤは長手方向に異なる形状となっている。
【０００６】
　しかしながら、このように出力ギヤが長手方向に異なる形状であると長手方向に段差部
が形成されることとなり、例えば、パワーウィンド装置の停止時にウィンドガラスを無理
にこじ開けようとして出力ギヤの長手方向他端側に大きな回転力が負荷された場合に、当
該段差部のつぎ目に応力集中して出力ギヤの破損につながることとなる。
【０００７】
　また、出力ギヤが長手方向に異なる形状であると、出力ギヤの形状が複雑になり、出力
ギヤの成形精度の悪化や加工コストの増加となる。
【０００８】
　本発明の目的は、出力ギヤの耐久性を向上させることにある。
【０００９】
　本発明の他の目的は、出力ギヤの成型精度を向上させるとともに加工コストを低減する
ことにある。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　本発明の減速機構付モータは、ウォームが設けられた回転軸の一端を回転自在に支持す
るヨークと、前記ウォームが収容されるウォーム収容部と、前記ウォームと噛み合うウォ
ームホイールを備える伝達機構が収容される有底筒形状のウォームホイール収容部とを備
え、前記ヨークが取り付けられるギヤケースと、前記ウォームホイール収容部の開口側を
覆うボトムカバーと、前記ウォームホイール収容部の軸心に前記ボトムカバーから突出し
た状態で固定され、前記伝達機構を回転自在に支持する支持軸と、前記支持軸が挿通され
る貫通孔が長手方向に形成され、長手方向一端側において前記伝達機構と係合して当該伝
達機構と一体的に回転するとともに、長手方向他端側において被駆動部材と噛み合って当
該被駆動部材を駆動する出力ギヤと、前記出力ギヤの長手方向他端側に隣接させて前記支
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持軸に装着され、前記出力ギヤが前記支持軸から抜けるのを防止する係止部材とを有する
減速機構付モータであって、前記出力ギヤは長手方向に同一形状に形成されていることを
特徴とする。
【００１１】
　本発明の減速機構付モータは、前記回転軸は、一端が前記ヨークに回転自在に支持され
るアーマチュア軸と、前記アーマチュア軸と一体回転可能に連結されるとともに前記ウォ
ームが設けられたウォーム軸とにより構成されていることを特徴とする。
【００１２】
　本発明の減速機構付モータは、前記伝達機構は、前記ウォームホイールのみから構成さ
れるダンパレスウォームホイールであり、前記ウォームホイールには、前記出力ギヤの長
手方向一端側が収容される係合孔が形成されていることを特徴とする。
【００１３】
　本発明の減速機構付モータは、前記伝達機構は、前記ウォームホイールからダンパ部材
を介して動力伝達される従動プレートが組み付けられたダンパ付ウォームホイールであり
、前記従動プレートには、前記出力ギヤの長手方向一端側が収容される係合孔が形成され
ていることを特徴とする。
【発明の効果】
【００１４】
　本発明によれば、伝達機構に係合する出力ギヤの長手方向一端側と、被駆動部材に噛み
合う出力ギヤの長手方向他端側とを同一形状としたので、これらの間に段差部が設けられ
ることがなく、出力ギヤの耐久性を向上させることができる。つまり、従来のように出力
ギヤをその長手方向に異なる形状とすると長手方向に段差部が設けられ、例えば、パワー
ウィンド装置の停止時にウィンドガラスを無理にこじ開けようとして出力ギヤの長手方向
他端側に大きな回転力が負荷された場合に、当該段差部のつぎ目に応力集中して出力ギヤ
の破損につながることとなるが、本発明においては出力ギヤをその長手方向に同一形状と
したので、出力ギヤの長手方向に段差部が設けられることがなく、応力集中が生じて出力
ギヤが破損することを抑制することができる。
【００１５】
　また、本発明によれば、出力ギヤをその長手方向に同一形状としたので、出力ギヤの形
状が簡易となり、出力ギヤの成形精度の向上や加工コストの低減を実現可能となる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１６】
　以下、本発明の実施の形態を図面に基づいて詳細に説明する。
【００１７】
　図１は本発明の一実施の形態であるパワーウィンドモータの一部切り欠き平面図であり
、図２は図１におけるＡ－Ａ線に沿う断面図である。
【００１８】
　このパワーウィンドモータ１０は、車両のドア内部に搭載される図示しないパワーウィ
ンド装置に備えられ、ウィンドガラスを開閉するウィンドレギュレータ（昇降機構）を駆
動するものである。パワーウィンドモータ１０は、電動モータ１１と電動モータ１１の回
転を減速させてウィンドレギュレータに伝達する減速機構とを１つのユニットとした減速
機構付モータであり、駆動源である電動モータ１１と減速機構を備えるギヤ部１２とを有
している。
【００１９】
　電動モータ１１にはブラシ付直流モータが用いられており、電動モータ１１に設けられ
る回転軸１３（後述するアーマチュア軸１７およびウォーム軸２８）が正逆両方向に回転
可能となっている。電動モータ１１は、磁性材料よりなる薄板鋼板等を有底の段付筒状に
プレス成形することにより形成されるヨークとしてのモータケース１４と、モータケース
１４の筒部１４ａの内側に径方向に向けて対向配置された一対の永久磁石１５と、各永久
磁石１５の内側に所定の隙間を介して回転自在に設けられる回転子（アーマチュアロータ
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）１６とを備えている。
【００２０】
　回転子１６の軸心にはアーマチュア軸１７が貫通して設けられており、このアーマチュ
ア軸１７の軸方向基端側（図１中左側）および軸方向先端側（図１中右側）の端部は、モ
ータケース１４の段状底部１４ｂに装着された環状のラジアル軸受１８と後述するブラシ
ホルダ２３に装着された環状のラジアル軸受１９とによって回転自在に支持されている。
また、アーマチュア軸１７の軸方向基端側の端面は、ラジアル軸受１８の軸方向基端側に
隣接してモータケース１４の段状底部１４ｂに配されたスラストプレート２０にスチール
ボール２１を介して当接されており、当該スラストプレート２０によりアーマチュア軸１
７（回転軸１３）の軸方向基端側方向のスラスト荷重が支持されている。
【００２１】
　アーマチュア軸１７の軸方向先端側には、回転子１６に巻回されたコイル１６ａに電気
的に接続された整流子２２が回転子１６の軸方向先端側に隣接して設けられており、この
整流子２２には、モータケース１４の開口側に装着された樹脂製のブラシホルダ２３に設
けられたブラシ２３ａが所定の弾性力をもって摺接されている。
【００２２】
　この電動モータ１１は、モータケース１４の開口側に設けられるフランジ部１４ｃにお
いて、複数のボルト２４によりギヤ部１２のギヤケース２５に取り付けられている。樹脂
製のギヤケース２５は、アーマチュア軸１７（回転軸１３）の軸方向に延びるとともに電
動モータ１１側（軸方向基端側）に開口するウォーム収容部２６を備えており、電動モー
タ１１はこのウォーム収容部２６の開口側の端面に固定されて、アーマチュア軸１７の軸
方向先端側の端部がウォーム収容部２６の内部に形成されたウォーム収容室２６ａに突出
されている。
【００２３】
　ウォーム収容室２６ａの開口側には、ブラシホルダ２３のブラシ２３ａを介して電動モ
ータ１１の回転子１６（コイル１６ａ）に給電するための図示しないコネクタユニットが
装着されている。コネクタユニットは車両側の給電コネクタに接続されるとともに、ブラ
シホルダ２３に設けられたリード板に電気的に接続されて、車両側の給電装置と回転子１
６とを結ぶ電気回路を構成しており、このコネクタユニットを介して電動モータ１１に給
電されるとアーマチュア軸１７（回転軸１３）は正方向または逆方向に回転されるように
なっている。
【００２４】
　ウォーム収容室２６ａに突出されたアーマチュア軸１７の軸方向先端側の端部には、当
該アーマチュア軸１７と同軸上に配置されたウォーム軸２８の軸方向基端側の端部が連結
具２９により連結されており、ウォーム軸２８はアーマチュア軸１７と一体に回転される
ようになっている。つまり、この電動モータ１１の回転軸１３は、アーマチュア軸１７お
よびウォーム軸２８により形成された分割シャフト構造となっている。
【００２５】
　ウォーム軸２８の軸方向基端側および軸方向先端側の端部は、ウォーム収容室２６ａに
装着された環状のラジアル軸受３０，３１によって回転自在に支持されている。また、ウ
ォーム軸２８の軸方向先端側の端面は、ラジアル軸受３１に隣接してウォーム収容室２６
ａの軸方向先端側に配されたスラストプレート３２にスチールボール３３を介して当接さ
れており、当該スラストプレート３２によりウォーム軸２８（回転軸１３）の軸方向先端
側方向のスラスト荷重が支持されている。図２に示すように、このウォーム軸２８の軸方
向中央部の外周にはウォーム２８ａが一体的に設けられている。
【００２６】
　ギヤケース２５はウォーム収容部２６と一体に形成されたウォームホイール収容部３５
を備えており、ウォームホイール収容部３５の内部に形成されたウォームホイール収容室
３５ａには、ウォーム２８ａと噛み合う歯部３６ａが外周部に形成されたウォームホイー
ル３６が収容されている。



(6) JP 2010-91009 A 2010.4.22

10

20

30

40

50

【００２７】
　図３はウォームホイール収容部の内部構造を示す分解斜視図である。このウォームホイ
ール収容部３５は、ギヤケース２５においてウォーム収容部２６の開口側と直交する方向
に開口する有底円筒形状となっており、ウォームホイール収容部３５の開口側は円板形状
のボトムカバー３７により覆われている。ボトムカバー３７の径方向内側には図３中上下
方向に貫通する突出孔３７ａが形成されており、ウォームホイール収容部３５の軸心には
、支持軸３８が突出孔３７ａから突出した状態で固定されている。ウォームホイール収容
部３５には、底壁から開口側に向けて支持軸３８の外周面に沿って延びる円筒部３５ｂが
設けられており、ウォームホイール３６は、その径方向中心部に設けられたボス部３６ｂ
において当該円筒部３５ｂの外周面に摺接して、ウォームホイール収容室３５ａ内に回転
自在に支持されている。
【００２８】
　ウォームホイール収容部３５はウォーム収容部２６に隣接して一体に形成されており、
ウォームホイール収容部３５のウォーム収容部２６側には、ウォーム収容室２６ａとウォ
ームホイール収容室３５ａとを連通する連通孔３９が形成されている。ウォーム収容室２
６ａに収容されるウォーム２８ａとウォームホイール収容室３５ａに収容されるウォーム
ホイール３６の歯部３６ａとはこの連通孔３９を介して噛み合うようになっており、これ
らウォーム２８ａおよびウォームホイール３６からなる減速機構により、電動モータ１１
の回転が所定の速度にまで減速されて高出力化された回転駆動が出力されるようになって
いる。
【００２９】
　このウォームホイール３６を備える伝達機構は、ダンパ部材４１と従動プレート４２と
が組み付けられたダンパ付ウォームホイールとなっており、ウォームホイール３６の回転
がダンパ部材４１および従動プレート４２を介してウィンドレギュレータに伝達されるよ
うになっている。
【００３０】
　ウォームホイール３６には、歯部３６ａが形成された外周部とボス部３６ｂが形成され
た径方向中心部との間に位置して、ウォームホイール収容部３５の開口側に向けて開口す
る環状の凹部４３が形成されている。図３に示すように、ウォームホイール３６は当該凹
部４３内に突出する３つの突起部４４を備え、ウォームホイール３６の周方向（回転方向
）に等間隔に設けられた各突起部４４により、凹部４３は周方向に等間隔に区画されてお
り、この凹部４３にはダンパ部材４１が装着されている。
【００３１】
　ダンパ部材４１は、周方向に等間隔に配置された６つの弾性部４１ａと、各弾性部４１
ａをその径方向内側の端部において一体に連結する連結部４１ｂとを備えている。各弾性
部４１ａはウォームホイール３６の各突起部４４の周方向両側に隣接して、つまり各突起
部４４の相互間に弾性部４１ａが２つ収容されるように配置されている。弾性部４１ａの
周方向両側の端面は、突起部４４の周方向両側の端面に対応した円弧形状となっており、
ダンパ部材４１がウォームホイール３６の凹部４３に装着されると、各弾性部４１ａの相
互間にはウォームホイール３６の突起部４４と略同形状の収容部が形成され、６つの収容
部のうち周方向に等間隔に位置する３つの収容部にウォームホイール３６の各突起部４４
が嵌合される。
【００３２】
　一方、従動プレート４２は、ウォームホイール３６の凹部４３の開口側を覆う大径部４
２ａと、大径部４２ａの径方向内側からウォームホイール収容部３５の開口側に向けて突
出する小径部４２ｂとを備えている。従動プレート４２の軸心には支持軸３８が挿通され
、従動プレート４２は支持軸３８によりウォームホイール収容室３５ａ内に回転自在に支
持されている。
【００３３】
　従動プレート４２の大径部４２ａのウォームホイール３６側の端面には、ウォームホイ
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ール３６の突起部４４と略同一形状に形成された３つの突起部４５が周方向に等間隔に突
出して設けられており、６つの収容部のうちウォームホイール３６の各突起部４４が嵌合
されていない他の３つの収容部に従動プレート４２の当該各突起部４５が嵌合される。つ
まり、ウォームホイール３６の凹部４３には、ウォームホイール３６の突起部４４と従動
プレート４２の突起部４５とが等間隔に交互に配置され、これらの間にダンパ部材４１の
弾性部４１ａが嵌合された状態となる。これにより、ウォームホイール３６の回転はウォ
ームホイール３６の突起部４４からダンパ部材４１の弾性部４１ａを介して従動プレート
４２の突起部４５に伝達されることとなる。また、従動プレート４２はウォームホイール
３６に対してダンパ部材４１の弾性部４１ａが弾性変形する範囲内において相対回転可能
となっており、これらが相対回転してダンパ部材４１が弾性変形されることにより、ウィ
ンドレギュレータから伝達される衝撃を緩和できるようになっている。
【００３４】
　従動プレート４２の小径部４２ｂはボトムカバー３７の突出孔３７ａからウォームホイ
ール収容室３５ａの外部へ突出しており、当該小径部４２ｂの図２中上側の端面には出力
ギヤ（ピニオンギヤ）４７が装着されている。この出力ギヤ４７は、従動プレート４２（
伝達機構）に係合して従動プレート４２（伝達機構）と一体に回転するとともに、被駆動
部材としてのウィンドレギュレータの図示しない駆動ギヤ（セクターギヤ）と噛み合って
ウィンドレギュレータを駆動するようになっている。
【００３５】
　なお、ボトムカバー３７の裏側（ウォームホイール収容部３５側）には弾性材料よりな
るシール部材４８がアウトサート成形により装着されている。シール部材４８は、その径
方向内側において従動プレート４２の小径部４２ｂの外周面に摺接するとともに、その径
方向外側においてウォームホイール収容部３５の円筒壁に押し付けられており、ウォーム
ホイール収容室３５ａが密閉されて当該ウォームホイール収容室３５ａ内へ雨水等が浸入
することが防止されている。
【００３６】
　次に、出力ギヤ４７の形状について詳細に説明する。
【００３７】
　図４は出力ギヤの取付構造を示す分解斜視図である。出力ギヤ４７の軸心には、その長
手方向（図中上下方向）に貫通する貫通孔４７ａが形成されており、従動プレート４２を
突出する支持軸３８が当該貫通孔４７ａに挿通されて、出力ギヤ４７は支持軸３８により
回転自在に支持されている。
【００３８】
　図４に示すように、従動プレート４２の小径部４２ｂの図４中上側の端面には、出力ギ
ヤ４７の長手方向一端側（図４中下側）に設けられた係合部４７ｂの形状に対応した係合
孔５０が形成されており、出力ギヤ４７の係合部４７ｂが当該係合孔５０に収容されて、
出力ギヤ４７と従動プレート４２とが係合されている。つまり、ダンパ付ウォームホイー
ルとしての伝達機構と出力ギヤ４７とが係合されて、出力ギヤ４７が伝達機構と一体的に
回転されるようになっている。一方、係合孔５０から突出した出力ギヤ４７の長手方向他
端側（図４中上側）に設けられた噛合部４７ｃはボトムカバー３７から突出して配置され
ており、ウィンドレギュレータの図示しない駆動ギヤと噛み合ってウィンドレギュレータ
を駆動するようになっている。
【００３９】
　この出力ギヤ４７は、従動プレート４２に係合される軸方向一端側の係合部４７ｂと、
ウィンドレギュレータの駆動ギヤに噛み合う軸方向他端側の噛合部４７ｃとが同一形状と
なっている。つまり、この出力ギヤ４７は、その長手方向に同一形状となっている。
【００４０】
　なお、支持軸３８には、出力ギヤ４７の長手方向他端側の端面に隣接させて、外周面に
係止溝３８ａが形成されており、当該係止溝３８ａに装着される係止部材としてのＣリン
グ５１により、出力ギヤ４７の長手方向他端側の端面に突き当てられるワッシャ５２を介
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して出力ギヤ４７が支持軸３８から抜けるのを防止している。
【００４１】
　このように、従動プレート４２に係合する出力ギヤ４７の長手方向一端側の係合部４７
ｂと、ウィンドレギュレータの駆動ギヤに噛み合う出力ギヤ４７の長手方向他端側の噛合
部４７ｃとを同一形状としたので、係合部４７ｂと噛合部４７ｃとの間に段差部が設けら
れることがなく、出力ギヤ４７の耐久性を向上させることができる。つまり、従来のよう
に出力ギヤ４７をその長手方向に異なる形状とすると係合部４７ｂと噛合部４７ｃとの間
に段差部が設けられ、例えば、パワーウィンド装置の停止時にウィンドガラスを無理にこ
じ開けようとして出力ギヤの長手方向他端側に大きな回転力が負荷された場合に、当該段
差部のつぎ目に応力集中して出力ギヤの破損につながることとなるが、本発明においては
出力ギヤ４７をその長手方向に同一形状としたので、出力ギヤ４７の長手方向に段差部が
設けられることがなく、応力集中が生じて出力ギヤ４７が破損することを抑制することが
できる。
【００４２】
　また、出力ギヤ４７をその長手方向に同一形状としたので、出力ギヤ４７の形状が簡易
となり、出力ギヤ４７の成形精度の向上や加工コストの低減を実現可能となる。
【００４３】
　図５は本発明の他の実施の形態を示す図２に対応する断面図である。このウォームホイ
ール３６を備える伝達機構は、ウォームホイール３６のみにより構成されたダンパレスウ
ォームホイールとなっており、ウォームホイール３６の回転が出力ギヤ４７に直接的に伝
達されるようになっている。
【００４４】
　ウォームホイール３６には、径方向内側部分からウォームホイール収容部３５の開口側
に向けて突出する小径部３６ｃが設けられており、小径部３６ｃはボトムカバー３７の突
出孔３７ａからウォームホイール収容室３５ａの外部へ突出されている。この小径部３６
ｃの図５中上側の端面には、出力ギヤ４７の係合部４７ｂの形状に対応した係合孔５０が
形成されており、出力ギヤ４７の係合部４７ｂが当該係合孔５０に収容されて、出力ギヤ
４７とウォームホイール３６とが係合されている。つまり、ダンパレスウォームホイール
としての伝達機構と出力ギヤ４７とが係合されて、出力ギヤ４７が伝達機構と一体に回転
されるようになっている。
【００４５】
　この出力ギヤ４７は、ウォームホイール３６に係合される軸方向一端側の係合部４７ｂ
と、ウィンドレギュレータの駆動ギヤに噛み合う軸方向他端側の噛合部４７ｃとが同一形
状となっている。つまり、この出力ギヤ４７は、その長手方向に同一形状となっている。
【００４６】
　このように、伝達機構としてウォームホイール３６のみから構成したダンパレスウォー
ムホイールを用いたパワーウィンドモータ１０においても、出力ギヤ４７をその長手方向
に同一形状とすることができ、上記と同様の効果を奏することができる。
【００４７】
　本発明は前記実施の形態に限定されるものではなく、その要旨を逸脱しない範囲で種々
変更可能であることはいうまでもない。例えば、前記実施の形態においては、本発明の減
速機構付モータを車両用のウィンドガラスを昇降させるパワーウィンド装置のパワーウィ
ンドモータ１０に適用したものを示したが、本発明はこれに限らず、車両に搭載されるワ
イパ装置や電動サンルーフ装置等の駆動源にも適用することができる。
【００４８】
　さらに、前記実施の形態においては、電動モータ１１にブラシ付直流モータが用いられ
ているが、これに限らず、回転軸１３（アーマチュア軸１７およびウォーム軸２８）を正
逆両方向に回転可能なものであれば、例えば、ブラシレスの電動モータを用いるようにし
てもよい。また、前記実施の形態においては、回転軸１３をアーマチュア軸１７およびウ
ォーム軸２８よりなる分割シャフト構造としたが、一本のシャフトにより形成するように
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してもよい。
【図面の簡単な説明】
【００４９】
【図１】本発明の一実施の形態であるパワーウィンドモータの一部切り欠き平面図である
。
【図２】図１におけるＡ－Ａ線に沿う断面図である。
【図３】ウォームホイール収容部の内部構造を示す分解斜視図である。
【図４】出力ギヤの取付構造を示す分解斜視図である。
【図５】本発明の他の実施の形態を示す図２に対応する断面図である。
【符号の説明】
【００５０】
　１０　パワーウィンドモータ（減速機構付モータ）
　１１　電動モータ
　１２　ギヤ部
　１３　回転軸
　１４　モータケース（ヨーク）
１４ａ　筒部
１４ｂ　段状底部
１４ｃ　フランジ部
　１５　永久磁石
　１６　回転子
１６ａ　コイル
　１７　アーマチュア軸
１８，１９　ラジアル軸受
　２０　スラストプレート
　２１　スチールボール
　２２　整流子
　２３　ブラシホルダ
２３ａ　ブラシ
　２４　ボルト
　２５　ギヤケース
　２６　ウォーム収容部
２６ａ　ウォーム収容室
　２８　ウォーム軸
２８ａ　ウォーム
　２９　連結具
３０，３１　ラジアル軸受
　３２　スラストプレート
　３３　スチールボール
　３５　ウォームホイール収容部
３５ａ　ウォームホイール収容室
３５ｂ　円筒部
　３６　ウォームホイール
３６ａ　歯部
３６ｂ　ボス部
３６ｃ　小径部
　３７　ボトムカバー
３７ａ　突出孔
　３８　支持軸
３８ａ　係止溝



(10) JP 2010-91009 A 2010.4.22

10

　３９　連通孔
　４１　ダンパ部材
４１ａ　弾性部
４１ｂ　連結部
　４２　従動プレート
４２ａ　大径部
４２ｂ　小径部
　４３　凹部
４４，４５　突起部
　４７　出力ギヤ
４７ａ　貫通孔
４７ｂ　係合部
４７ｃ　噛合部
　４８　シール部材
　５０　係合孔
　５１　Ｃリング（係止部材）
　５２　ワッシャ

【図１】 【図２】
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【図５】
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